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　プロ野球春期キャンプをはじめ、県内各地で開催されている様々なキャンプ･大会･イベント等
の経済波及効果が算出されている。2010年に開催された「美ら島総体」の経済波及効果は約145
億円（おきぎん経済研究所）と算出され、参加者規模は延べ約49万人（大会実行委員会事務局公
表数値）にのぼる。また、2011年のプロ野球春期キャンプの経済波及効果（予想値）は約101億
円（りゅうぎん総研）、全体の観客数は約35万人（予想値）との推計結果が公表されている。

 ●経済波及効果は直接効果の約1.6倍

　これまでに算出されている県内で開催された、主
なキャンプ･大会･イベント等の経済波及効果につ
いて整理を行った。今回、ピックアップしたのは、bjリ
ーグ、第25回NAHAマラソン、宮古アイランドロッ
クフェスティバル、プロ野球春期キャンプ、ITU石垣
島トライアスロン、全日本トライアスロン宮古島大
会、美ら島総体など、予想を含めた26件の推計結
果（図表1）である。
　全26件の経済波及効果を単純に合計すると、総
計で約749億円、参加者規模は約236万人にのぼ
り、直接効果（支出額）のみでも約476億円となって
いる。直接効果（支出額）に対する乗数効果（波及
効果）は約1.6倍である。
　今回、ピックアップした26件のうち最も乗数効
果（波及効果）が低いケースは、「第25回NAHA
マラソン」の約1.3倍、最も高いのは「美ら島総
体」やトライアスロンなどの約1.7倍となっている。
また、参加者1人あたりに換算すると、約3万円程度
の波及効果となっている。 

 ●参加者規模と効果の比較

　今回ピックアップした、26件の算出結果をもと
に、「参加者規模と経済波及効果」、「参加者規模
と直接効果（支出額）」について単回帰分析により
比較を行った。ただし、地元客と県外客（島外客）の
比率については考慮しない。結果は、図表２および

図表3の通りであり、ほぼ直線で表現することがで
きる。
　26件の乗数効果（波及効果）の平均値は約1.6
倍であるが、単回帰分析の結果からも、県内におけ
るキャンプ･大会･イベント等の開催は、直接効果
（支出額）に対して1.6倍程度の経済波及効果を生
み出すことが推測される。
　参加者規模と直接効果（支出額）についても、ほ
ぼ同様に直線で表現することができ、参加者の規
模に応じて消費行動により直接効果が押し上げら
れる。1人あたりに換算すると約2万円程度の支出
が見込まれることになる。
　これらの結果をもとにすると、仮に参加者規模を
11～12万人と想定したイベント等を開催すると直
接効果（支出額）が、参加者の消費額も含めて約
20億円、その1.6倍程度である約32億円が、最終
的な経済波及効果として見込まれる。
　ただし、地元客および県外客（島外客）の消費額
は、宿泊費等を含めて大きな差があることは明か
であり、キャンプ･大会･イベントの各々の状況に応
じて地元客および県外客（島外客）等の割合も異
なる。
　また、キャンプ･大会･イベント等の開催に伴う参
加者規模および直接効果（支出額）等のデータの
取得についても一定ではなく、予想等の推計も含め
てあくまでもその時点で得られたものである。
　そのため、今回の結果は、あくまでも県内のキャ
ンプ･大会･イベント等の開催の効果に関するひと
つの目安とされたい。
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図表１　県内のキャンプ･大会･イベント等の参加者規模と経済波及効果

～経済波及効果は直接効果の1.6倍が目安～
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年 キャンプ･大会･イベント等
参加者規模 直接効果（支出額） 経済波及効果 乗数効果
（人） （百万円） （百万円） （倍）

（資料）りゅうぎん総研、おきぎん経済研究所
（注１）参加者規模は、県内外の観客数、ボランティア等、関係者も含めた人数。
（注２）「美ら島沖縄総体」については、施設整備費など準備期間の支出を除く大会開催による効果のみ。   
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 ●今後、期待されること

　今回の結果はあくまでも目安であるが、これまで
の間、その効果が数量的に算出されていない県内
のキャンプ･大会･イベント等、または新たに企画す
るものに対しても、その効果がどの程度あったか、ま
たは、見込まれるかを簡易に判断する一つの材料と
なるであろう。
　また、今回は、地元客と県外客の比率を考慮して

いないが、当然のことながら県外（島外）からの誘客
割合を高めることで、さらにその効果は高まるもの
と考えられる。
　今後、県内で開催される様々なキャンプ･大会･イ
ベント等の基礎データの整理や経済波及効果の調
査分析が継続（例：図表４、図表５）して行われること
で、類似の事例ごとに分けて効果を予測することや
精度を高めることが期待されるとともに、開催に伴
う予算の根拠ともなりうると考えられる。

　補　足

　今回、ピックアップした26件の経済波及効果の
算出については、産業連関分析によるものであり、
おおむね下記の式により算出されている。

　使用されている沖縄県産業連関表については、
2000年および2005年があり、それぞれの時点で
最新のデータが用いられている。また、部門分類お
よび統合については、それぞれのケースに応じて異
なる場合がある。

　本稿における語句の説明

◆ 直接効果（支出額）
　ある産業の需要が新たに発生（新規需要）するこ
とによって、県内産業部門に直接に生産を誘発する
効果のこと。
　本稿においては、開催にかかる費用や参加者や
観客等の消費額のことを指している。

◆ 経済波及効果
　ある商品に需要が発生したとき、経済におけるさ
まざまな取引の連鎖によって他の商品の需要が生
み出され、それを製造するさまざまな産業の生産が
誘発されること。
　本稿においては、生産誘発額を経済波及効果と
して取り扱っている。

KRI  アウトルック KRI Out LOOK

図表３ 参加者規模と直接効果（支出額） 
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算出式の例（参考） 

X=〔I－（I－M）A〕－1（I－M）F
X ：各産業部門の財・サービスの生産額
 I ：単位行列
M：県内需要に対する移輸入係数（対角行列）
A ：投入係数（行列）
〔　　〕－1：逆行列
F ：最終需要額（直接支出額）
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 ●今後、期待されること

　今回の結果はあくまでも目安であるが、これまで
の間、その効果が数量的に算出されていない県内
のキャンプ･大会･イベント等、または新たに企画す
るものに対しても、その効果がどの程度あったか、ま
たは、見込まれるかを簡易に判断する一つの材料と
なるであろう。
　また、今回は、地元客と県外客の比率を考慮して

いないが、当然のことながら県外（島外）からの誘客
割合を高めることで、さらにその効果は高まるもの
と考えられる。
　今後、県内で開催される様々なキャンプ･大会･イ
ベント等の基礎データの整理や経済波及効果の調
査分析が継続（例：図表４、図表５）して行われること
で、類似の事例ごとに分けて効果を予測することや
精度を高めることが期待されるとともに、開催に伴
う予算の根拠ともなりうると考えられる。

　補　足

　今回、ピックアップした26件の経済波及効果の
算出については、産業連関分析によるものであり、
おおむね下記の式により算出されている。

　使用されている沖縄県産業連関表については、
2000年および2005年があり、それぞれの時点で
最新のデータが用いられている。また、部門分類お
よび統合については、それぞれのケースに応じて異
なる場合がある。

　本稿における語句の説明

◆ 直接効果（支出額）
　ある産業の需要が新たに発生（新規需要）するこ
とによって、県内産業部門に直接に生産を誘発する
効果のこと。
　本稿においては、開催にかかる費用や参加者や
観客等の消費額のことを指している。

◆ 経済波及効果
　ある商品に需要が発生したとき、経済におけるさ
まざまな取引の連鎖によって他の商品の需要が生
み出され、それを製造するさまざまな産業の生産が
誘発されること。
　本稿においては、生産誘発額を経済波及効果と
して取り扱っている。

KRI  アウトルック KRI Out LOOK

図表３ 参加者規模と直接効果（支出額） 

0 10 20 30 40 50 （万人）

 

 
 

y = 0.0175x
R² = 0.94

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

直接効果（支出額）

予測値:直接効果（支出額） 

線形（予測値:直接効果（支出額））
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図表４ プロ野球春期キャンプの経済波及効果 図表５ 全日本トライアスロン宮古島大会の 
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